








要約:都市部在住の小児を小学校 1 年から高校 2 年までの 10 年間追跡し,小 1,小 4,中 1,

高 2 の時点における血清脂質,肥満度等を調査し,学童期の血清脂質の tracing 現象の有無

について検討した。血清総コレステロール(TC と略)の各年次間の偏相関係数は男女共に

非常に高く,高脂血症の移行率とその odds 比,1ogistic 回帰分析の結果からも高 2 時 TC

は小,中時代の TC を反映していることが示された。このことは小児期の TC により将来の

高脂血症を予測できる可能性を示唆している。


